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Ⅰ  はじめに

1. 本書の内容　目次

本書は、スペイン 17世紀の画家であり、同時に絵画芸術論を書いた、さながら文武両

道の人でもあったフランシスコ・パチェーコ著『絵画芸術』〈1〉の主要部分の概要を紹介し、

ある部分抄訳し、図像編は全訳を試み、一方で、論考を添えたものである。以下に、その

目次を紹介する。

Ⅰ 部

　第1書概要：「絵画の古代性と偉大」  松原典子

　第2書概要：「絵画の理論」   楠根圭子

〈1〉 本稿で使用しているパチェーコ著『絵画芸術』についての省略記号。

	 PACHECO, 1649 : PACHECO (F.), ARTE // DE LA PINTVRA // SV ANTIGVEDAD // Y 
GRANDEZAS // DESCRIVENSE LOS HOMBRES EMINENTES […] 1649, Seuilla, S. Faxardo […] 
https://archive.org/details/HArteR03T09（2019/12-26検索）.

	 PACHECO, 1986 : PACHECO (F.), L’art de la peinture, présentation et traduction de l’espagnol par 
FALLAY D’ESTE (L.), 1986, Paris, Klincksieck, Coll. L’Esprit et les formes.

	 PACHECO, 1990 : PACHECO (F.), Arte de la pintura, introd. y notas de B. BASSEGODA i HUGAS, 
Madrid, Catedra.

	 PACHECO, 2017 : PACHECO (F.), On Christian Iconography, Selections from The Art of Painting 
(1649), introduction and the Spanish text translated by J. ROE with C. G. SANFELU ; and the Latin 
text translated by J. S. de los SANTOS, 2017, Philadelphia, Saint Joseph’s University Press.

	 PACHECO, 2019 : パチェーコ（フランシスコ）『絵画芸術（三書概要・抄訳・図像編全訳）、論考』2019、
スマッシュ（発行）、スペイン・ラテンアメリカ美術史研究会（編・訳）。

 その他の省略記号

	 AB: The Art Bulletin
	 BM: The Burlington Magazine

［書評］

フランシスコ・パチェーコ著

『絵画芸術（三書概要・抄訳・図像編全訳）、論考』
スペイン・ラテンアメリカ美術史研究会（編・訳）　　スマッシュ　2019年　438頁

木村  三郎
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　第3書抄訳：「絵画制作の実践と技法」 豊田唯

Ⅱ 部

　「図像についての補足」第3書11 ～ 14章（全訳）

     スペイン・ラテンアメリカ美術史研究会

　15章「4本釘の磔刑図像」概要  楠根圭子

　16章「博学なる人物たちからの意見および承認」概要　諸星妙〈2〉

Ⅲ 部　論考

　「画家にして理論家、師パチェーコ─創作活動の再検討を中心として─」〈3〉

     大髙保二郎

　「パチェーコと『絵画芸術』」〈4〉  楠根圭子

資料編

　関連年表    豊田唯

　人名解説    豊田唯

　パチェーコが利用した同時代資料 坂本龍太

　参考文献    坂本龍太

「はじめに：松原、あとがき：大髙」

以上のように、本書は、スペイン・ラテンアメリカ美術史研究会（スペラテ）のメン

バーによる著作である。巻末には、研究読書会参加者、翻訳担当者の一覧も明記されてい

る。

1995年春に、このスペラテが創設されて以来の、研究会の蓄積が投入された労作であ

る。論者は、偉大なるイスパニスタ、故神吉敬三先生を知る世代の一人として、研究会誌

の第1号を御恵送いただいて以来、20数年の歳月が経過したことを認知している。遠くか

ら動静を漏れうかがっていたにすぎない一人であったが、ご関係諸氏が、美術史学会では

実現し得ない価値を創造するために、並大抵の気持ちではできない研究会の創設、持続の

仕事をされて来たことは、同世代のものとして共感を呼ぶものであった。邦訳作業の過程

で、関係者から、「いつになったらできるのかわからない」という話を仄聞することもあっ

〈2〉 以上5件の論考のテキストは、バセゴダ版（PACHECO, 1990）を基本としている。執筆担当者が、アルベ

ルティ、レオナルド、ヴァザーリ、ファン・マンデル等の絵画論、モラーヌス、パオレッティの神学論等を

はじめ、パチェーコが参照した先行研究と照合しながら検証し、概要をまとめ、一部は抄訳している。関

連文献も引用した、豊かな情報が認められる。

〈3〉 ベラスケス研究についての半世紀を超える蓄積を背景にした専門家による、パチェーコの生涯と画業論。

本書の中核をなす論考。従来からの凡庸な折衷派の画家と見なされてきたこの画家の評価に異論を立て

る、詳細な情報を提供してくれる論考である。

〈4〉 批評史の観点から書かれ、スペイン語のみならず、ラテン系言語を自在に使い、一次資料に目配りした

明晰な論考。
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た。しかしながら、傍目には、長い年月をかけたからこそ、推敲と相互の複数の検証努力

が働いた優れた仕事になったと思われる。フランス近代の研究を行う論者は、スペイン美

術で、こうした業績が達成されたことに羨望の思いを持つものである。

後進を育てつつ共同の業績を作り上げるという努力をされてきた、神吉先生亡きあとの、

大髙保二郎氏を始めとする各位に敬意を捧げるものである。なお、本書は、同先生による

基金のお陰での出版である。

2. 本書評の趣旨　キリスト図像学についての感想

論者は、スペイン美術史を深く理解してそれを語る立場にはない。従って、学会委員会

からの御委嘱をお引き受けするにあたって、地域学会としての本学会誌は、西欧バロック

期におけるキリスト教図像学研究を嗜んで来た研究者からの一感想が、今後の議論の種に

なるならば、という、やぶにらみもまたよし、と御海容のお許しいただける場であろうか、

と考えた。スペイン美術研究の批評史上からの本格的な考察は、いずれ、どこかの媒体で

書かれるであろう、別の専門が近い識者に譲ることとしたい。

Ⅱ　西洋バロック期のキリスト教図像学研究の難しさ

1. 先行研究における主要文献とその難しさ

西洋17世紀におけるキリスト図像学を研究する場合、先ず、念頭に浮かぶのは、E・

マールの大著『トリエント公会議以降の宗教美術』〈5〉である。この書物は、今でも、フラ

ンス語が読める学生には最初に薦める文献であり、1984年には新刊が出されている。無

論、その後には、マールの業績を基本として多数の研究書、論文が、西欧の各国で刊行さ

れている。しかしながら、同じマールの著作でも中世関係のものには邦訳がなされている

が、残念なことに、同書には部分訳しか知られていない。

マールの著作は、初版が 1932年ということもあり、執筆上の学術的な了解事項の水準

が低く、脚註に上げられている書誌情報にも舌足らずなものが多い。また、引用されてい

る神学上の同時代文献も、該当箇所が簡単に読める聖書や『黄金伝説』等を除いて、美術

史専攻の研究者、院生には簡単に手に入るものは少ない。少し真剣に背景を調べようとし

て、先ず手を伸ばすものは、キリスト教図像研究のための参考図書である。先ず、学生

に勧めるものは、ホール著『西洋絵画解読事典』であり、また洋書では、基本図書である、

〈5〉 MALE (E.), L’art religieux après le Concile de Trente [...] Italie-France-Espagne-Flandres, 1932, 
A. Colin, 1951年に改訂され、1984年には G. CHAZAL が、脚註を見直した同社からの版がある。
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シラー〈6〉や、レオ〈7〉が執筆した参考図書であろう。最も情報が多く正確な文献は、キル

シュバウム（編）のドイツ語版キリスト教図像学事典〈8〉ではあるものの、なかなかよじ登

るのに時間のかかる高い壁がある。

されど、こうした参考図書の項目をじっくり解読し、関連図版を見つけて分析はできて

も、なぜか腑に落ちないことが多い。なぜなら、キリスト教図像学を厳密に理解するのは、

やはりキリスト教神学に通暁し、17世紀絵画を理解するには、当然、同時代の教義書を

ごまかさず解読しなければならないからである。美術史研究のための常識的な基礎教育を

受けて来た研究者にはこれは苦行である。

その問いに、手を差し伸べ橋を渡してくれたのが、本書の中のⅡ部である。これは、こ

の時代を生き、そして描いた画家たちが参照したものであった。キリスト教の教義とそこ

から生まれた議論、なかでも、トリエント公会議で論じられ規定された教義に基づき、実

際に、スペインの画家たちが学び使用した、制作のためのガイドであったからである。邦

訳は、豊かな最新関連情報を書き加えたハンドブックともなっており、一次資料の邦訳も

含む、本邦におけるバロック美術研究では出色の業績である。

2. なぜ本書のキリスト図像学論がわかりやすいのか

その理由の一つは、パチェーコの執筆内容の具体的な作例を提示した書き方にある。こ

こで、個別例に則しながらこの方法について考えてみたいと思う〈9〉。

①デューラー、ヴィーリクスからの影響、そして学習

パチェーコが論じている「聖母マリアの神殿奉献の図像」と「我らが主キリストの栄え

ある復活の図像」のために引用された、ドイツ 16世紀の版画家デューラーとフランドル

の 16, 17世紀の版画家一族ヴィーリクスの作品が、本書の中で担っている意味を、若干検

証してみたいと思う。

パチェーコは、先ず、「聖母マリアの神殿奉献の図像」を論じる一節の中で、多くの画

家が利用しているコルネリウス・コルトとアルブレヒト・デューラーが制作した同タイト

ルの版画2点を引用し、聖書の記述内容を基礎に両者の比較分析を行っている。そこから、

コルトが、貧者を裸の人物で描いていること、マリアが裸足でチュニカだけをまとってい

〈6〉 SCHILLER (G.), Iconography of Christian Art, (1966) 1972, L. Humphries, 2 vols. 原著ドイツ語版は、
1966-91, 7 vols.

〈7〉 REAU (L.), Iconographie de l’art chrétien, 1955-59, PUF, 6 vols. 
〈8〉 KIRSCHBAUM SJ. (E.) (hrsg. von), Lexikon der christlichen Ikonographie, (1968-76) 1990, Herder, 

8 vols. 
〈9〉 パチェーコの『絵画芸術』は手稿段階を経て、1641年には脱稿が終わっている。同12月24 に必要とされ

る認可を受けている。しかし、実際の刊行は 1649年。BROWN (J.), Images and Ideas in Seventeenth-
Century Spanish Painting, 1978, Princeton University Press, Coll. Princeton Essays on the Arts, 6, 
p. 34 ; PACHECO, 2019, p. 2（松原訳）。
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ることなどの、不注意な「過ち」を指摘し、聖書の内容を描き出すための適切さに欠けて

いることを主張している。その説明は、作品に即したそのディテールの分析であり、説明

するパチェーコの手にその版画が掲げられていれば、単なる抽象性の高い神学上の議論

とは異なり、聞く側には、すこぶるわかりやすい内容となっている。幸い、日本語版であ

る本書はこの 2点の版画を図示していて、パチェーコの趣旨を一層わかりやすく伝えてい

る〈10〉。

一方で、「我らが主キリストの栄えある復活の図像」の一節でも、やはり、版画が引用

されている。パチェーコの『絵画芸術』が刊行されたのが 1649年である。それ以前の彼の

手稿を尊重しながら編集された 1990年刊行の、バセゴダ・イ・ウグスの手になるテキス

ト（PACHECO, 1990）によると、そこには、Gerónimo Nadal という著者名が書かれてい

て、その番号（fol. 134）が註に明記されている。のみならず、パチェーコは、版画の上下

にある余白部分にナダルが書いたラテン語のテキストを引用しながら、それをスペイン語

に翻訳し記述を行っている〈11〉。ここで引用されている『福音書の注解と瞑想』は、福音書

の中の情景を版画に刻し、その中の主要な登場人物を説明するために記号を書き込み、ラ

テン語でそれらの解説を付けた図解書である。神父が信者にその内容を平易に説明するた

めであり、一方で、信者の瞑想に重要な役割を果たした。この時代ではすこぶる著名なも

のであり、高い芸術性と精緻この上ない版刻の技が認められるエングレーヴィングからな

る冊子、あるいは、一枚刷り版画群である〈12〉。バセゴダ版が図示しているこの作例は、寸

〈10〉 PACHECO, 2019, p. 129-133
〈11〉 作品分析で重要な意味を持つ「キリストの勝利を意味する旗」「天使セラフィム」「墓」というアトリビュー

トとモチーフについては、次のように記述している。« [...] bandera triunfante [...] ángeles y serafines [...] 
P. Gerónimo Nadal. El sepulcro [...] », (PACHECO, 1990, p. 650).

〈12〉 本書の「聖母の聖エリザベト訪問の図像」（p. 143）以降、しばしば引用される。一方で、この、ナダル著

の信仰書は、異なった複数の刊行物があり、また異なった版がある。それ故に、全体像を理解すること

は簡単なことではない。本稿では、以下の 2点を指摘するに留めたい。

	 NATALI (H.), EVANGELICAE HISTORIAE IMAGINES // [...] Auctore Hieronymo Natali Societatis 
IESV Theologo // Antuerpiae [...] M.D.XCIII (1593), [...]. 

 この図書は、次の文献に収録されている。STROOMING (H.) and VAN DER STOCK (J.), The Wierix 
Family, Book Illustration, Part II, 2007, Sound & Vision, Coll. The New Hollstein Dutch and Flemish 
Etchings, Engravings and Woodcuts, 1450-1700.

	 NATALI (H.), ADNOTATIONES // ET MEDITATIONES // IN EVANGELIA // [...] EDITIO VLTIMA :// 
[...] ANTVERPIAE,// Ex OFFICINA PLANTINIANA// Apud Ioannem Moretum.// M.DC.VII (1607)

	 https://archive.org/details/19781763.4949.emory.edu/page/n9 （2019-12-26検索）.
 この図書は、次の文献に収録されている。MAUQUOY-HENDRICKX (M.), Les estampes des Wierix, 

Bibliothèque royale Albert Ier, 4 vols., 1978-83, III-1 (1982), no. 1989-1813.
 後者は、上記のインターネット上の版（Emory University 蔵）を見た範囲では、冊子体をなしていて、そ

の中に挿図が組み込まれた状態である。しかし、制作当初は、冊子体として制作されたのか、製本は後

になされたのか、あるいは、個々の版画が、パリの、フランス国立図書館で確認したように、一枚刷りに

近い形で使われていたのかは、判然としない。パチェーコの手元には、双方があった可能性もある。従っ

て、図版を、単に「挿図」と呼ぶことは難しい。従って、書評対象の本書の、p. 205 に示してある図版の

キャプションには、「ナダル執筆、ヴィーリクス版刻」と併記する方が実態に近いのではないかと思われる。
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法が、縦23cm　横15cm 前後という極めて小型のエングレーヴィングに相当すると思わ

れる。論者は、フランスの国立図書館、並びに、ブリュッセルの王立図書館の版画室で、

ヴィーリクスのエングレーヴィングをつぶさに調査したことがあるが、多くはこうした判

型である。ここで、強調しておきたいことは、ヴィーリクス版画のオリジナルの小品秀作

には、単色の世界だけに可能な、離れ業と呼ぶべき版刻の切れ味と明暗の細心この上ない

構図の妙があることである。単なる着想源のための材料として使われただけでない。制作

者パチェーコは、これを自分の書斎の机の上に置き、その線刻の至難の技に動かされ、図

像学の手稿を書いていたのである。これらを、弟子のいるアトリエに持参し、キリスト教

図像のあるべき姿について講義をしていたものと想像される

②デューラー、ヴィーリクスの版画の流通……ニュルンベルク、アントウェルペン、

　リスボン、そしてセビーリャ

ところで、パチェーコが、絵画制作を行い、一方で理論書の原稿を書く仕事をしたのは、

スペインのセビーリャであった。しかし、デューラーの版画は、主に、ドイツのニュルン

ベルクで、ヴィーリクス一族の版画はアントウェルペンで制作されている。それが、どう

してセビーリャの地で活用されたのか。この問題について、若干の説明を付け加えておき

たい。

話は、百年ほど遡る。デューラーが書き残した『ネーデルラント旅日記』の中にヒント

の一つがあるからである。ニュルンベルクからアントウェルペンへの、往路では 21日間

を要した旅の記録の中に、この版画家が制作してあった作品を持参した事情が詳述されて

いる。たとえば、途中、フランクフルトからマインツまでは、ライン河を船で動いたこと

 一方で、ナダルの『福音書の注解と瞑想』のみならず、ヴィーリクスとその周辺の版画家がこの時代の西欧

美術（及び、日本）に及ぼした影響については、既に多くの先行研究が認められる。ここには、既に拙著

で記述してあるものも含め、代表的な研究成果を指摘しておきたい。

	 1948 SORIA (M. S.), « Some Flemish Sources of Baroque Paintings in Spain », AB, 30, 4, p. 249-259.
	 1978 FREEDBERG (D.), « A Source for Rubens’s Modello of the Assumption and Coronation of the 

Virgin: A Case Study in the Response to Images », BM, 120, 904, p. 432-441.
	 1989 FREEDBERG (D.), The Power of Images: Studies in the History and Theory of Response, 

University of Chicago Press, p. 161-191.
	 1990 MOFFITT (J. F.), « Francisco Pacheco and Jerome Nadal: New Light on the Flemish Sources of 

the Spanish “Picture-within-the-Picture” », AB, 72, 4, p. 631-638.
	 1991 FREEDBERG (D.), STEIBERG (L.) and MOFFITT (J. F.), « Pacheco, Nadal, and Velázquez », 

AB, 73, 3, p. 503-507.
	 1998 NAVARRETE PRIETO (B.), La pintura andaluza del siglo XVII y sus fuentes grabadas, 

Fundación de apoyo a la historia del arte hispánico. 脚註の件数998 が示すように、膨大な情報量がある。

たとえば、デューラーとの関係については、Ⅵ章。

	 2007拙著『ニコラ・プッサンとイエズス会図像の研究』中央公論美術出版、主に第Ⅴ章。

	 2018拙著『フランス近代の図像学』中央公論美術出版、主に第Ⅳ部。
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などが書かれている〈13〉。

デューラーはその旅日記の中で、アントウェルペンに長く滞在し、香辛料貿易で得た巨

万の富で、この港町の経済を牛耳っていたポルトガルの商務官との親しさを書き残してい

る。こうした事情から、デューラーが、ニュルンベルクから持参した多くの版画が、舟運

によって、リスボンの港に届いたことは容易に想像できる。セビーリャの港にも、それら

が遠からず運ばれたことも難しいことではない〈14〉。

それでは、数十年経過した、ヴィーリクス一族が活躍するアントウェルペンで制作され

たエングレーヴィングが、それではどのようにセビーリャに届いたのか。アントウェル

ペンにおける出版史の第一人者ヴエによると、当時、このヨーロッパ最大の国際都市では、

およそ 600人の外国人が仕事に携わっていた。家族、代理人、使用人を合わせると、人口

の 5％を占めていた。そのうち、スペイン人は 150人で最も多かった。イギリス人が 120

人。ポルトガル人は、スペイン人と比べると若干少ないが、この町の発展を考えると最も

大きな貢献をなしていた〈15〉。

ヴィーリクスのいたアントウェルペンで制作されていた、フランドルのキリスト教図像

を描く版画は膨大な数であった。スペイン領アメリカが先ずその最も大きな販路であり、

ヨーロッパ大陸そのものでは、フランス、スペイン、イタリアがそれに次ぐ輸出地域で

あった。印刷業者や書籍商、そして版画家自体が、版画、カード類などを、制作された本

国で頒布するだけでなく、世界各地に大量に輸出していたのである。フランドルの版画愛

好家や収集家がスペインを訪れた際に、そこで見る多くの宗教画の中にフランドル版画の

影響がいかに大きいかに驚いたという記録がある〈16〉。

本稿は、単なる書評を越えた内容にまで踏み込んでしまった印象がある。しかしながら、

〈13〉 DÜRER (A.), Dürer, schriftlicher Nachlass, Deutscher Verein für Kunstwissenschaft, I, 1956, 
RUPPRICH (H.) (hrsg. von) ; DÜRER (A.), Journal de voyage aux Pays-Bas pendant les années 1520 
& 1521, Maisonneuve et Larose, 1993, HUGUE (S.), (trad. et notes par) ; 邦訳・デューラー（アルブレヒ

ト）『ネーデルラント旅日記』（1996）2007、邦訳・脚註、前川誠郎、岩波書店、岩波文庫。

 たとえば、途中、フランクフルトからマインツまでは、ライン河を船で動いたこと（schieff von Frankfurth 
am sontag gen Menc,1956, p. 149 ; 2007, 40頁）、あるいは、版画も収納していたと思われる荷物は服箱

（mein truhem, 1956, p. 174 ; 2007, 168頁）を使っていたことなどが記されている。

〈14〉 デューラーとポルトガル人との接触は、次の文献に書かれている。デューラーがアントウェルペンに滞在し

ている間に、ポルトガルの商務官としばしば食事をし、木炭で肖像画を描いた（p. 51）。その後の新商務長

官の肖像画も木炭で描いたこと、出納長とも会食したことなどが記録されている（HUGUE, 1993, p. 18 ;
前川、2007, 124頁）。同商務官は、ジェノヴァ人の絹商人とともに、長くアントウェルペンに滞在し、同市

の経済を牛耳り、あるいは宮廷の財政を握っていた。ポルトガルの商務官は、独占的な香辛料貿易から

の巨額の利益を独占していた。それによって港市の経済界に君臨していたのであった（前川、2007, 93-94
頁）。

〈15〉 VOET (L.), « Christophe Pantin et le monde ibérique », in expo. ANVERS, Christophe Plantin et le 
Monde Ibérique, 1992, Museum Plantin-Moretus en Stedelijk Prentenkabinet, p. 55-77,

〈16〉 フランドル版画史の基本文献である、ALVIN, 1886 ; DELEN, 1935 に基づく、2007拙著、321頁を参照

されたい。
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パチェーコ著『絵画芸術』が実現した背景には、こうした歴史的な事情があったことは否

めない。そして、スペイン・ラテンアメリカ美術史研究会の優れた邦訳と論考という業績

によって触発された、一つの批評と御理解いただき、若干の関連情報の提供がお役にたて

ば、幸甚である。


